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Foreword

　「モオツァルト」以後の考えを進めるために、ベルグソンと小林秀雄に関するこれまでの思索をま

とめておこうと思った。フーコーの「言葉と物」を廻る思索の経過の中で、ポストモダンとは哲学な

どの人文諸科学と近代科学の統合の過程の苦闘なのかもしれないと考え始めた。しかし、人文諸科学

は構造主義によって精密な数学を基礎とする物理学などを模倣しはじめようとしたのかもしれないの

だが、基礎となる数学でさえ、ゲーデルの不確定性原理によって、世界を理解するための道具立てと

しては不十分なものとして見えるようになった。世界を理解する、それは見果てぬ夢なのではないの

だろうか。「論理と不確定性の統合はまだ先が見えない。」すべては不確定性の霧の中に止まってい

るように見える。

　しかしながら、新しい試みが始まっているようなのである。「ソフトウェア工学と社会学は似てい

る」というような言説を見て、逆流が始まっているのではとも思う。新たな領域に身を晒す前に頭の

整理をしておこう。

2/10/2007 (Sat.)

[  脳科学  ]   真の記憶は脳の機能ではない

　アンリ・ベルクソン著、合田正人・松本力訳、「物質と記憶」、ちくま学芸文庫 へ-5-2、2007年 2

月 10日第1刷、430ページ、1300円。昨日、新大阪駅のdanで購入。

アンリ・ベルクソン「物質と記憶」

　バートランド・ラッセル著、市井三郎訳、「西洋哲学史 3 - 古代より現代に至る政治的・社会的諸

条件との関連における哲学史 3 近代哲学」、みすず書房、1970年 3月 30日第1刷(1976年 12月 15日

第8刷)、517-821ページ、2000円、より引用。

・・・彼はその種の事実から、真の記憶は脳の機能ではない、という結論が出てくると主

張する。過去は物質によって働らきかけ(・　・　・　・　・)られ、心によって想像され

る(・　・　・　・　・)に 違いないという。記憶は物質から発散されるものではなくて、

もしわれわれが物質というものの意味を、具体的な知覚において把握されるままのもの--

-常に ある種の持�を�めるもの---にとれ�、まさにその逆の考え�がより真�に近い

であろう、と彼はいう。(789ページ、第�十��ベルグソン)
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バートランド・ラッセル「西洋哲学史 3 - 近代哲学」

	新
 2007-02-10�23
50
37�09
00

2/11/2007 (S
n.)

[  ����郎  ]   新「学�のすすめ」

　  ����郎　クオリア日記  
   新「学�のすすめ」  ��。本文が���めないのが��。

　�の�代、まさに、「学�のすすめ」が�められていると思う。以前から��か�り !てきたが、

"#$の%&'()ようこそ先*)は大+,味-い「学�のすすめ」の試みではと思ってきた。

• 	新日記記事の「%&'(」.索結果 

• [  本  ]  「/をめ0るデジ�ルな12」、「こまった人」、「3の科学」   (2005/11/20) 

• [  日記  ]  4文学5 6本大三郎   -   %&'( ようこそ先*   (2005/11/20) 

• [  日記  ]78-600      のリバ9バル   (2005/11/20) 

• [�:]  デジ;<で      �:      =>を?り�る   (2006/01/15) 

• [  日記  ]  %&'( ようこそ先*   -   @AB雄   (2006/05/28) 

• [  CDEF  ]  まともバ;   (2006/10/09) 

　先日の立GHの「IくのJとなりKとなったLMMN・・・」のような本もOを+えた「学�のす

すめ」である。この本に、立GHがPQに�Rだ本S的 な哲学史が、バートランド・ラッセルの「西

洋哲学史」(みすず書房、1970年)だというTが、98-99ページに出ている。99ページのUVW真とX

が 持っている本のUVの違いは1刷と6刷(1976年)の違いなのだろう。�三Nを本Yから引っ張り出

してZめていたのだが、「物質と記憶」がベルグソンの �を�ま[てくれたのが昨日のことである。

　9ン�ー�ットを「学�のすすめ」として�\とどうなるのかというのはおもしろい試みとなるか

もしれない。]^�の _`an7b
cdaeacaの 試みfgh大学Si7のグjーバルklンmスなどもnoらしい

試みだろう。Xには、epqp`adpaが「学�のすすめ」のようにも�める。P近、 epqp`adpaと
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epqp`adpaからリンクされているページにrいての.索sンジンがtーuスされているというTを�R

だが、的をvた試みのよう に思った。

• 	新日記記事の「_`an7b
cdaeacawgx」.索結果 

• [7by`
tpnz]]^� _`an7b
cdaeaca   (2004/02/07) 

• [{.^.]|anaca} ~bndptpbnd �bc `cadp~tpÄptÅ pn }aacnpnz tÇabcÅ   (2004/04/04) 

• [  日記  ]  gx大学      Si7      グjーバルklンmス   (2004/12/19) 

• [  日記  ]  デジ�ルアース   (2005/01/24) 

• [  日記  ]  日本É      _`an7b
cdaeaca   (2005/05/14) 

• [  日記  ]  進Ñしているかい   (2005/06/19) 

• []adpa]$
nz 8bÖ - ]atcpÜ 7bÖ 7byáat - |bbz}a :pdab 8b`
}ac   (2006/03/21) 

• [8}aÅStatpbn]8S3      àjグラâングへようこそ   (2007/01/17) 

　そのä、"#$      オンラ9ン  w  ドkã<ン�リー  /  åC  へのリンクを�りçえず�しておこう。

　éèêがëいためにíられた�ìをどうîうかということが�ïになる。どの本を�\のか、ñó

ufラジオのどのòôをöõするのか。それはú人のお も\くままということになるのだろう。ù分

の心のûにüを ま[

)[

のか、ーバル

)[

のか、
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分たちの関心をâ(ã)くものしか知覚しないという。「K体はräに¾¶の�ÐにÐけら

れ、¾¶ということにかRがみて、精¦ÝÞをåíすることをその本質的な機能としてい

る。」実ßのところ頭脳は、ÑÒの道具なのだという。(「西洋哲学史 3」、みすず書房、

789ページ)

　人ìの3意È的・ù¶的¾¶にrいて考えたのが、æーuン・âンスkーの「é¶機Î」なのかも

しれない。3意Èと意Èは?りç[ないから、言葉とし て®立èにあるように見えても、意Èは3意

Èにéしていると考えられるだろう。é¶こそが、3意Èからの意Èの発現をêすという意味で、人

ìはé¶機Îな のかもしれない。

　記憶の&�¥という意味は、PQ、ëに知Èを文ìで&�に定íするというようにîëに考えたの

だが、もっと意味が-そうだと考え始めた。よく考える と、脳は身体をïめた&�世界のモデル(モ

デルという言葉がð?かどうかはñ�だが)をùòôó的にダ9ôâックにÝみ出し、&�世界と身体

f道具をõじ て�ö¤用できる。脳の�÷と体性Ì覚øのùú(ûüý�著「進¥しすàた脳」、47

ページ、ú 12)のように、身体は脳にþ½されている。身体からçれ た&�世界はおそらく知覚をõ

じて�りÿまれたéèを元にして同様にモデル¥されているはずだが、どのようになっているのだろ

う。ù理的éè、�ìè(歴 史的)éè、ú々の事象の知Èなどをどのように整理しているのか。そし

て、記憶の&�¥においては、そのようなモデルの&�¥ということが考えられるかも しれない。ë

に文ìによる記憶の定íではなくて、もっとダ9ôâックなことがÂきる。

　ûüý�著「進¥しすàた脳」、講¯社、ブルーバックス B1538、2007年 1月 31日第2刷(2007年 1

月 20日第1刷)、397ページ、1000円は大+刺激的な本である。帯にも「しびれるくらいに> 白い!」

と書いてある。朝日出É社から出たQ刊本(2004年 10月 25日)にP新の追加講義を加えてブルーバッ

クスÉとして出Éされた。4-17に『人 ìは「体」でなく「環境」を進¥さ[ている』という項があり、

「従²は、環境が+¥したら、環境に合わ[て¶物ù体が+わってきた。でも、いまの人ìは遺 伝子

的な進¥を止めて、逆に環境を支配して、それをù分に合わ[て+えている。」とある(313

��

•

��
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示
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に日記記事
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• 	新日記記事の「t9¨ーグ」.索結果 

• [7by`
tpnz]  t9¨ーグ      87   (2004/05/22) 

• [Si]  ダニールとの賭け   (2005/07/08) 

• [p8bd]p8bd      のæトリックスな世界   (2005/08/02) 

• [  立G　H  ]  人はどこへいくのか   (2005/11/05) 

• [  千夜千N  ]  t9¨ーグ宣言   (2006/09/30) 

　  S7^(  t9  ) -   t9sンスの、P先端を。  のページには、¹"{      研究のP前線   
 S7^(  t9  )  、日本の、こ

れから─�ット社会” 関連リンク集  �“  大討論”掲示板   
 S7^(  t9  )  、"#$      スペÚlル補遺   
 S7^(  t  

9  )  などがある。�後のÞ¶に注目している。

• 立GH   - epqp`adpa   

	新
 2007-02-12�13
12
31�09
00

2/12/2007 (]bn.)

[  哲学  ]   真の記憶は脳の機能ではない Ⅱ

　本日記では、思考の断片をÍとRどそのまま書き�している。ù分がどのように考えたのかという

ような­Áは大概書きにくく、考えもまとまらないか ら、ëにリンクf引用などを�すことがëくな

る。�か考えを書き付ける場合もたどたどしい、脈絡のある�貫性を持r思考からは程遠いものでし

かない、àj グラ¬であれ�、¶¤もしない αÉ以前のままかもしれない。しかし、知È循環・発

想定í型デー�ベース足らRと欲すれ�、それも仕�がない。書くことは考 えることであり、そこが

出発点である。Äしでも螺旋階段を らä�ならぬ。逆に降りている場合もあるかもしれないが^^;と

いうことで、繰り返し書く場合 にはÄしはいろいろ考えたということになる。

　ベルグソンの「真の記憶は脳の機能ではない」はなかなか了解しにくい考え�のような気がする。

訳5の合田Õのあとがきには、分子Ý物学5のジlン=Ösール・ÚlンジãーのÜのような言葉が引

用されている0らいである。

・・・「ベルクソンは、「記憶は原理的に物質から絶®的に独立した力能でなけれ�なら

ない」、そして「純粋記憶を脳のある働きからÝじさ[ようとす るあらáる試みは、分

析に®して根本的な錯誤をさらけ出すはずである」と断言していました。この点に関して

は、偉大な哲学5の直観はì違っていたことが判 ×しています」・・・(「物質と記憶」、

ちくま学芸文庫、414ページ)

　しかし、その結論を安易に受け入れる前に、Äしずrベルクソンの考えを追っていこう。

・・・知覚をどれÍど短�ìのものと想定したとしても、実ß、知覚はräにある程度の

持�を�めており、したがって、ë数の諸瞬ìをしてöいに継� さ[る記憶の努力を必

要としている。われわれが×らかにしようと試みるように、Ì覚性質の「主観性」

(d
ája~tpÄé)はまさに、われわれの記憶に よって¾われる現実的なものの�種の凝縮

(~bntca~tpbn)のうちにとりわけ存している。要するに記憶は、直§的な知覚の土台を想

Âのñーブルク jスで覆い尽くすもの、そしてまたë数の諸瞬ìを凝縮さ[るものとい
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う�rのOで、知覚におけるú体的意Èの主要な提供物、諸事物にrいてのわれわれのÉ 

Èの主観的な側>を構成する。(「物質と記憶」、ちくま学芸文庫、33ページ)

2/18/2007 (S
n.)

[  本  ]   「意思」のÝみ出す�ì

　=期的論考と思った。あっというìに�み終えた。人ì的(主観的)�ì、物理学的(客観的)�ì、

配列的�ìから説きÂこして、過去と±²はÝ命の「意思」によってÝじることを示す。

　人ìのÌじることのできる�ìは現在だけである。過去を懐かしRで、昔住Rでいた場所を訪れて

も現在があるだけであることに途惑う。過去を見出すこ とはできない。過去は「意思」がÝみ出した

記憶f記録によって参照できるだけだ。±²は記憶f記録にはないので当然知ることはできない。±

²は「意思」を 持r人ìが参=して創造する。

「�ìはどこでÝまれるのか」(2006年、集英社新書)

著5
 橋本淳�郎

ï名
 �ìはどこでÝまれるのか

発¾
 集英社

新書・文庫
 集英社新書

新書・文庫ò号
 0373|

発¾日
 2007年 1月 24日

刷数
 2

QÉデー�
 2006年 12月 19日第1刷

ページ数
 188

価S
 660円

　�ìというのはæクjな世界の現象であるということになるのだが、いまさらのように不思議な気

持ちがしてきた。なぜÝ物はÝまれ、進¥してきたの か、それはæクjな世界のsントjÖー増大の

法則に抗して、秩序をÝみ出す<;ニズ¬なのか。Ý命の進¥が�ìをÝみ出したのか。結局、�ì

の¦秘はÝ命 の¦秘に¾きíくという結論かな・・・科学的に言え�、進¥論に¾きíくと言うべき

かもしれない。そして、物質と記憶の�ïに¾きíく。世界存在の不思議 さを¼ÉÈさ[てくれた。
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　本書は、�みfすいだけでなく、付録・註・あとがきだけで50ページあり、同様にわかりfすく充

実していて、理解を助けている。付録でベルクソンの「創造的進¥」に言及しているのが印象に�っ

た。Üのように結論が大いに類似しているからであろう。

・・・将²が現在のかたわらに与えられるのでなく、現在にãきrÓいておこるように定

められているのは、将²が、現在的瞬ìにおいてまったく決定さ れていないからである。

また、かかる継Âによって�められる�ìが、�rの数とは別ものであり、そこに住\意

Èにとって、絶®的価値と絶®的実在性をもっ ているのは、もちろR�杯の砂糖水のよ

うな人為的に孤立さ[られたこれこれの系においてではなく、この系を�分としてï\具

体的�体において、たえず�ì が、予見されないもの、新たなものをみずから創造して

いるからである。かかる持�は、物質そのものの事実ではありえない。\しろそれは、物

質の経過を逆に さかのIる「Ý命」の持�である。この�rの運¶は、それにもかかわ

らず、fはり�öに連帯をたもっている。したがって、宇宙の持�は、そこにおこなわれ 

うる創造の範囲と、�rのものでしかないはずである。(世界の大思想 Ⅱ-11 ベルグソン 

�ìとù由[中村雄�郎訳] 創造的進¥[松浪信三郎・高橋允昭訳]、河出書房、昭和 46年

(1971年)11月 30日¼É所収、「創造的進¥」にある「�ìに関する�rの観点」、 370

ページ)

「世界の大思想 Ⅱ-11 ベルグソン」(1971年、河出書房)

	新
 2007-02-18�16
16
36�09
00

[  âÚェル・フーコー  ]   言葉と物 Ⅷ - ベルグソン

　「�ìはどこでÝまれるのか」と「物質と記憶」を早くも�了。めずらしいスÖードだ。同�に�

Rだ本が、偶然にベルクソンに結びrいた。âÚェル・フーコーがベルクソンをどのように見ている

のか、「言葉と物」をÇべてみた。

　ベルクソンは「機Î的唯物論に反®してÝ命の­的ù発性をÆÇした」と固Ë名詞索引にある。

「言葉と物」には、見½き左ページの下欄左に原註と�緒 に訳註が、巻末に固Ë名詞索引と事項索引
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が備えられており、様々な観点から­ÁをÇべられるようになっている。186と 265ページにベルグソ

ンが現れ る。

・・・十九世紀�般にわたり、;ントからディル�9およびベルグソンにいたるまで、批

判的思考とÝ命の哲学とは、たがいに�手の主張をとりあ!てはこれにº議を唱えるとい

う、そうした関係におかれることとなろう。(第L� 分類すること、186ページ)

・・・客体の側にある「根底」あるいは「先験的なもの」に関するO而 学は、実証的É

È(とりわけÝ物学、経済学、文献学のもたらす)の財宝を奪お うとし、逆に実証主義は、

ÉÈしえぬ根底とÉÈしうるものの合理性との分割のうちに、みずからを正当¥する根拠

を見いだすのだ。批判哲学=実証主義=客体 のO而 学という三角Oは、十九世紀Q頭か

らベルグソンにいたる、ヨーjッmの思考の基本的構成要nなのである。

　このようなôóを可能にした考古学的条件は、U象の純然たる­�分析によっては理解

できぬ経験的な場の出現と結びrいている。それáえ、このôóとの関係において、近代

の《sÖスñー<ー》に固Ëないくrかの配置が出現するわけだ。(第七� U象のí界、

265ページ)

　前の記事で見たように、ベルクソンは「物質と記憶」において「われわれは、どうして記憶が物質

のなかに宿ることになるのかはわからない」と告白して いるのであって、これは結局、実証主義にお

いて様々な文献をÇべながらもわからないことはわからないということである。21世紀の現在でも記

憶がどのよう になされているのかは×確にはわかっていないわけで、当然のことだろう。フーコーは

「言葉と物」において、事項索引を見るíりは「記憶」には言及していな い。

[  哲学  ]   真の記憶は脳の機能ではない Ⅲ - 物質と精¦のì

　Baczdbnはベルクソンと�\のがフランス語としては正しいだろうが、ベルグソンと書いてある場合

もëい。本日記では統�[ずに出典にhじてî い分けている。ラッセルの言う「真の記憶は脳の機能

ではない」という文をベルクソンの「物質と記憶」の文脈から引きçしてë純に解釈するのは危2な

ので、 もうÄし�みÿRでみた。ベルクソンの思考は科学5のようで現在でも新鮮である。

　�元論5と言われるベルクソンが脳と記憶にrいてどのように考えていたか、�箇所引用してみよ

う。

・・・脳はË用な想Âを引きÂこすことに貢献しているが、	にそのうえ、それ以&の想

Âすべてを��的に斥けることにも貢献している。われわれは、 どうして記憶が物質の

なかに宿ることになるのかはわからない。・・・(「物質と記憶」2007年、ちくま学芸文

庫、第三� 9æージãの�存にrいて、252ページ)

・・・物質の過去はまさにその現在のなかで与えられているのだ。しかし、ëÄともù由

に進þする存在は各瞬ìに�か新しいものを創造する。したがっ て、過去がこの存在の

うちに想Âの状態に置かれていないとすれ�、この存在の現在のなかにその存在の過去を

�みとろうと努めても3駄だろう。そういうÜ第 で、本書のなかですでに�度も登場し

た隠喩を繰り返[�、�似た理由から、過去は物質によって演じられ(jb
é)、精¦によっ
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­田惣七著「空ìの謎・�ìの謎 宇宙の始まりに迫る物理学と哲学」

(中Ã新書､2006年)

12/30/2007 (S
n.)

[  千夜千N  ]   小林秀雄の哲学

　  松岡正剛の千夜千N 第千�百十�夜　  2007      年      12      月      27      日  
  『�ìとù由』アンリ・ベルクソン  ��。

これを拾ったのは、本日記でも�り !たベルクソンがï材だし、「小林秀雄（９９２夜）の �み�

が気にいらなかった[いもある(小林の哲学の７０mーセントはベルクソンである)。」とあったから

である。「�み�が気にいらなかった」というこの 文の意味がよくわからなかったのと、なぜ小林秀

雄の哲学がベルクソンなのか、そして992 夜は、これから�もうとしている「本居宣長」でもあるか

らだ。

• 	新日記記事の「ベルクソン」.索結果 

• [  脳科学  ]  真の記憶は脳の機能ではない   (2007/02/10) 

• [  哲学  ]  真の記憶は脳の機能ではない Ⅱ   (2007/02/12) 

• [  本  ]  「意思」のÝみ出す�ì   (2007/02/18) 

• [  âÚェル・フーコー  ]  言葉と物 Ⅷ   -   ベルグソン   (2007/02/18) 

• [  哲学  ]  真の記憶は脳の機能ではない Ⅲ   -   物質と精¦のì   (2007/02/18) 

• [  日記  ]  言葉と物 Ⅸ   -   ´略法   (2007/02/20) 

• [  哲学  ]  言葉と物 ⅩⅢ   -   哲学5と科学5たち   (2007/05/05) 

　思ったよりたくさRの記事がヒットする。

　��、意Èには記憶になっていない�分もある。こちらのÍうの意Èは�なのか。その

ëくは知覚f¾¶と結びrいているわけだろうが、記憶になってい ないということは、

現在f±²にかかわっているとみな[る。とくに現在だ。ということは、意Èというのは

おそらく「�ì」にディペンド（依存）していると いうことなのである。とくに記憶は

過去に結びrいている。では、どこからが意Èにとっての過去で、どこからが現在で、ど

こからが±²なのか。

(松岡正剛の千夜千N 第千�百十�夜　  2007      年      12      月      27      日  
  『�ìとù由』アンリ・ベル  
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クソン) 

　P近、考えているのは、「記憶は3意Èであって身体的なものである」ということで、それは「想

Âされたことはどこに記憶しているのかは意Èできな い」からという意味においてである。意Èする

のは、現在のÌ覚f意Èによって記憶から想Âされたものであって、記憶そのものではない。これは

ëに定義の� ïでもあるような気はするが、記憶が貯蔵されている状態にあるものとすれ�、想Âさ

れたものはコンÖãー�で言え�、àjグラ¬によって #DD などのデー �ストóージから<9ン<モ

リに�り出されて、なRらかの処理をされている状態だろうというようなことである。3論、記憶は

現在のコンÖãー�のような記 憶の仕�ではなくて、àjグラ¬のようなものも�緒に保持している

はずだろう。äの記憶に関連付ける文脈のようなéèを持rものだろうと思われる。ù分が 記憶を辿

る�の仕�を考えると、記憶が意Èに�り出される仕�は連想であることはì違いないだろう。

　元に戻って、「小林秀雄」と「ベルクソン」で、{"D.索すると、小林秀雄はùらの「ベルクソン論」

を失敗¤として、雑誌連載後、封印されていたらしい。松岡正剛Õが「小林秀雄の�み�が気にいら

なかった」のは、その「ベルクソン論」を指すのだろうと思われる。

　『(実は「千夜千N」の�夜にはディスク の íがあるのです！)』として、長さを気にされた[

いか、小林秀雄はPQだけで、P後まで出てこなかった。実ßにはディスク のåíではなくて、デー

�ベース のフィールドt9ズのåíなのだろうと思うが。

	新
 2007-12-31�21
16
39�09
00

1/12/2008 (Sat.)

[  小林秀雄  ]   言葉と物 7^^ - Ì想

　夜の想像の闇をõして、低く-く、Ìéのない打楽器のように、雨が天窓を小刻みに打ち�ける。

Xはüを ま[て¢き入る。手元には、小林秀雄�¤品 (新潮社)28 巻�別巻 4のうち、15 モオツァル

ト、別巻 1 Ì想( )、別巻 2 Ì想(下)の三Nがある。「モオツァルト」は、_7¹で�みÿ\ために良

好な印刷状態を期待したのが第�だったが、\しろ1946-1948年当�の「モ オツァルト」以&の小林

秀雄の思考を知ることができることのÍうが重要であった。¸年体の�集は¤家の思索の跡を辿るの

に便利だ。別巻 1,2に収められた 「Ì想」(1958-1963年)は、前にも述べた収録が禁じられていたベ

ルグソン論である。

• 	新日記記事の「ベル[グク]ソン」.索結果の�� 

• [  脳科学  ]  真の記憶は脳の機能ではない   (2007/02/10) 

• [  ����郎  ]  新「学�のすすめ」   (2007/02/11) 

• [  立G　H  ]  記憶の&�¥、¦経§�、t9¨ーグ   (2007/02/11) 

• [  哲学  ]  真の記憶は脳の機能ではない Ⅱ   (2007/02/12) 

• [  本  ]  「意思」のÝみ出す�ì   (2007/02/18) 

• [  âÚェル・フーコー  ]  言葉と物 Ⅷ   -   ベルグソン   (2007/02/18) 

• [  哲学  ]  真の記憶は脳の機能ではない Ⅲ   -   物質と精¦のì   (2007/02/18) 

• [  日記  ]  言葉と物 Ⅸ   -   ´略法   (2007/02/20) 

• [  千夜千N  ]  小林秀雄の哲学   (2007/12/30) 
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　小林秀雄の「モオツァルト」はù信¤であったようだが、「Ì想」はなぜ失敗¤だったのだろうか。

5年ìも新潮に連載され、±完に終わっている。「Ì 想」のPQには、����郎Õの「脳と仮想」

にも引用される「おっかさRは、�は蛍になっている」というTが出てくる。このようにù分の体験

を書きÿ\の は小林秀雄の批評の特徴である。「モオツァルト」においては第2 節が代U的な�分で

ある。「本居宣長」(昭和 52年、1977年)にもPQの�分にù分の 体験が書かれている。

　�、こうして、ùら浮び がる思い出を書いているのだが、それ以²、私の考えが熟し

たかどうか、怪しいものである。fはり、宣長という謎めいた人 が、私の心の中にいて、

これを廻って、分析しにくいÌéが¶揺しているようだ。物を書く経験を、いくら重äて

みても、決して物を書く仕事は易しくはならな い。私が、ここで試みるのは、�も+わ

らず、fってみなくては成功するかしないか見当のrき兼äる企てである。

(「本居宣長」、[1-2]、新潮文庫
 8ページ) 

　この�分は「モオツァルト」のÜの�分に照hして思い出さ[た。

・・・モオツァルトの事を書こうとして、彼に関するù分の�ò痛?な経験が、ùら思い

出されたに過àないのであるが、�体、�、ù分は、ト短ÇÚンフォニ9を、その頃より

よく理解しているだろうか、という考えは、3意味とは思えないのである。

(「モオツァルト」、[2-1]、新潮文庫
 12ページ) 

　「Ì想」とは「Ìじて想う」こと、すなわち、体験(経験かな^^;)である。書かれていることはなR

らかの体験にrいての記述であり、解釈であるだ ろう。しかし、批評の®象となっている書かれてい

ることのすべてをùら体験に®比さ[て批評することは困難であろう。さらにそれを �ることは難

しい。  �っているなら�\必要もないかもしれない。ざっと「Ì想」を走り�みしてÌじたのは、

ú人的体験が書かれているのはPQだけだということ。「モオツァル ト」は体験をð度にóりÿみな

がら書かれているかもしれない。「Ì想」では、言葉の循環運¶に捉われたとÌじたのかもしれない。

　「Ì想」においては、先に進\にrれて、小林秀雄の哲学とベルグソンの哲学が分çできず溶け合っ

ていくかのようにも思える。どこからどこまでがベル グソンの言ったことで、小林秀雄の付け加えた

�分はどの�分かがわかりにくくなっていく。後半は、批評というよりは哲学のス�9ルで書かれて

いる。ベルグ ソンが小林秀雄に乗り移っていく過程のようにも思える。考えが近いものを批評するこ

とは難しいのかもしれない。松岡先Ýが「小林の哲学の70mーセントは ベルグソンである」と言わ

れたのは、なるÍどそのような意味なのだろうかと思った(小林秀雄の哲学)。「モオツァルト」�解

óベルの�解をしなけれ�、それÍど×らかではないかもしれないが、「Ì想」は長すàる。

　「モオツァルト」は11 節、�¤品 では、57ページに®して、「Ì想」は56 節、438ページである。

・・・もし、そういう所謂哲学 の大�ïが、言葉の亡霊に過àぬ事が判×したなら、哲

学は「経験そのもの」になる筈だ、とベルグソンは考えた。・・・

(「Ì想」、[2-3]、小林秀雄�¤品 別巻 2 Ì想( )
 20ページ) 

	新
 2008-01-12�12
41
31�09
00
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1/12/2008 (Sat.)

[  小林秀雄  ]   言葉と物 7^^^ - 本居宣長

　さて、フーコーから遠くçれたようにも思うが、このまま¾きíくところまで¾かä�ならない。

意&と近いところを走っているのかもと驚いたり・・・

　言語の�ïを扱うのに、宣長は、私達にîわれる言語という「物」に、&から触れる道

を¾かず、言語をîいこなす私達の心の¶きを、­から掴もうとす る。この考え�の結

実が「詞の玉緒」という労¤だと言える。言葉という道具をîうのは、確かに私達ù身で

はあるが、私達に与えられた道具には、私達にはど うにもならぬ、私達の力êを超えた

道具の「さだまり」というものがあるだろう。言葉という道具は、あRまり身近にあるか

ら、これを「おのがはらの­の物」 とし、ù在にîいこなしている�には、私達は、道

具と合体して、その「さだまり」を意Èしないが、実は、この「さだまり」に捕えられ、

その­にいるからこ そ、私達は、言葉に関しù在なのである。そこに、宣長は、彼の言

う「言霊」の働きを見ていた。そういう、言われてみれ�、誰も承知しているという「低

き 所」に見ていたので、特に、「言霊」という高きに登らRとしたのではない。

(「本居宣長」、[24-5]、新潮文庫 本居宣長( )
 290ページ) 

　「詞の玉緒」は「こと�のたまのを」と�\。�十四節のPQには『古学の目指すところは、宣長

に言わ[れ�、「古言をvること」、あたかも「物の味 を、みÓからなめて、しれるがごと」き親し

い関係を、古言とのìに�り結ぶことであった』とある。ここには、fはり、経験主義を本質とÌず

る小林秀雄があ る。

• 本居宣長   - epqp`adpa   (1730-1801年) 

　本居宣長がÝきたのは、;ント(1724-1804年)とÍI同�代である。西欧でÂきたような不連�は日

本にもあったのかどうか。それはともか く、前の引用の直前にある段落も引用しておこう。「言葉と

物」から「知の考古学」へ、そして文法の�ïにÐかう予兆を現しているかもしれない。

　ë語を、ただ集めてみても、並べてみても、文を成すまい。文が文である為には、「そ

の本末を、かなへあはするさだまり」と宣長が言う、もう�rの条 件が要る。この条件

を現しているものが「てにをは」である。従って、「てにをは」は事物も観�も現すもの

ではない。&物は言うまでもない事だが、�hは® 象¥して、しかじかの思想Ìéと考

えられる­的なものを指す事は出²ない。とすれ�、これを語とは呼びにくい。それでも

語には違いないのなら、それは、語 の「用ã�」「いãざま」「いきÍい」などと呼R

でいいもの、どうしても&物¥出²ぬ私達の心の働きを直かに現しているものだ。

(「本居宣長」、[24-4]、新潮文庫 本居宣長( )
 290ページ) 

　そして、松岡先Ýの「本居宣長」のÜの�分。

　こうして宣長の古事記�解が始まっていく。その�法にはいくrもの脱帽したくなるよ

うな工夫があるのだが、その根幹にあったのは、「言」は「事」で あるという信�と、

断固として漢語を用いないで�み?ってみ[るという信�だけだったかとおもわれる。し

かし、それが壮絶なのである。

(松岡正剛の千夜千N  
   第九百九十�夜 【  0992  】  04      年      6      月      18      日 小林秀雄『本居宣長  』  
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1977   新潮社  ) 

　『「言」は「事」である』という�分が気になっていたのだが、第24 節のP後に照hした。

・・・この「実(æコト)」の、「ù然の」「おのÓからなる」などといろいろに呼�れて

いる「事」の世界は、又「言(コト)」の世界でもあったのである。

(「本居宣長」、[24-13]、新潮文庫 本居宣長( )
 296ページ) 

	新
 2008-01-13�09
04
57�09
00

1/14/2008 (]bn.)

[  小林秀雄  ]   言葉と物 7: - 本居宣長とベルグソン

　「本居宣長 下」(1992年、新潮文庫、原著
 「本居宣長」、新潮社、昭和 52年、1977年;「本居宣

長補記」、昭和 57年、1982年)のP後に、昭和 52年に「新潮」誌 で¾われた、江藤淳との 「『本

居宣長』をめ0って」という®¯が収められている。このP後の�に「宣長とベルグソンとの本質的

類似」の項目が立てられた節(388ページ)があ る。

小林 ・・・

　この純粋な知覚経験の に払われた、3私な、芸術家によって¾われる努力を、宣長は

¦Tの世界に見ていた。私はそう思った。『古事記伝』には、ベル グソンが¾った哲学

の革新を思わ[るものがあるのですよ。・・・哲学が芸術家の仕事に-く関係[ざるをv

ないというところで、『古事記伝』と、ベルグソン の哲学の革新とのìには本質的なア

ôjジーがあるのを、私は悟った。宣長の¦代の物語の注解は哲学であって、¦T学では

ない。¦T学というのは---

江藤 分析と類推ですからä。

小林 私には、あまりおもしろいものではない。

　もっとおもしろいことがこの前に書かれている。

・・・常Èにとっては、®象は®象ù体で存在し、而も私達に見えるがままのÝきÝきし

た姿をù身備えている。これは「pyaza(9æージã)」だが、それù体で存在する9æー

ジãだとベルグソンは言うのです。・・・

・・・

　『古事記伝』になると、訳はもっと正確になります。性質é状と書いて、「アル;�チ」

とかなを振ってある。「物(ヽ)」に「性質é状(アル;�チ)です。これが「9æージã」

の正訳です。・・・宣長が見た¦Tの世界も、まさしくそういう「かたち」の知覚の、�

日の人々には思いも及�ぬÍど-¥された体験だったのだ。

　ベルグソンの9æージãf本居宣長の物の性質é状は、現代の言葉で言え�、「クオリア」に�当

するのではと思われる。実ßにはもっと@い意味合いで îわれていると思われるが、小林秀雄の説×

からは「クオリア」をïRでいるように思える。現実から受けるÝきÝきとした質Ìである。これか
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らの<ディアは クオリアを人ìにÌじさ[るようなU現力を持たä�ならないのかもしれない。言葉

から9æージãf物の性質é状がvられるのかというと、なかなか微妙な� ïもありそうな気もする

が、本居宣長を�Rでいて、「大分前に、ははァ、これだと思ったことがある」という小林秀雄は、

言葉の中にクオリアを見たと言える のかもしれない。それはù分ù身の中に見たのではあるが。

　小林秀雄が本居宣長の連載を始めたのは、昭和 41年(1965年)4月と考えられるから、「Ì想」を断

�してから3年の後のことである。小林は、こ の節の1頭の発言で、「・・・私は若いころから、ベ

ルグソンの影響を大+受けて²た。大体言葉というものの�ïにQめて目を½かれたのもベルグソン

なので す。それから後、いろいろな言語に関する本は�みましたけれども、PQはベルグソンだった

のです」と述べており、「物質と記憶」に言及する。ベルグソンの 言語論という見�で「Ì想」と

「物質と記憶」を�Rでみる必要があるかもしれない。小林が、フーコーfチョ¬スkーを「本居宣

長」執筆中 (1965-1977年)に�Rだかどうかは気になるが、�期的には、和訳が出たのは「知の考古

学」(1969年)が 1970年、「言葉と物」(1966 年)は 1974年、「デ;ルト派言語学」(1966年)は 1976

年である。もっとも小林秀雄に和訳がどれÍど必要かはñ�だが・・・

• 	新日記記事の「物質と記憶」.索結果の�� 

• [  脳科学  ]  真の記憶は脳の機能ではない   (2007/02/10) 

• [  ����郎  ]  新「学�のすすめ」   (2007/02/11) 

• [  哲学  ]  真の記憶は脳の機能ではない Ⅱ   (2007/02/12) 

• [  本  ]  「意思」のÝみ出す�ì   (2007/02/18) 

• [  âÚェル・フーコー  ]  言葉と物 Ⅷ   -   ベルグソン   (2007/02/18) 

• [  哲学  ]  真の記憶は脳の機能ではない Ⅲ   -   物質と精¦のì   (2007/02/18) 

	新
 2008-01-14�23
01
58�09
00

2/9/2008 (Sat.)

[  小林秀雄  ]   言葉と物 7:^ - 本居宣長 ^^

　「言葉と物」Úリーズから、「モーツァルト」�解Úリーズが派Ýし、「小林秀雄」�解Úリーズ

へとþ½しrrある。遺¤「正宗白鳥の¤にrい て」(1981-1983)はあるが、「Ì想」(1958-1963)と

「本居宣長」(1966-1977;本居宣長補記は1982年刊¾)が小林秀雄の 思索の到達点とすると、し�ら

く、ここらへRに逍遥することもよいだろう。

　小林秀雄にかなり-入りしている人の詳細な年Uを見rけた。以前も見rけていたかもしれないが^

^;)

• 小林秀雄とその�代   

　「本居宣長」は、ベルグソンとセットでÚリーズ¥しそうなので、過去の記事をリストアッàして

おこう。

• 	新日記記事の「本居宣長」.索結果 
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• [  柄ü¾人  ]  言葉と物 ⅩⅩⅩⅠ   -   日本精¦分析   (2007/06/30) 

• [  本  ]  言葉と物   LX: -   反文学論   (2007/09/24) 

• [  千夜千N  ]  小林秀雄の哲学   (2007/12/30) 

• [  批評  ]  言葉と物   7^ -   「モオツァルト」�解   ^^^   (2008/01/05) 

• [  小林秀雄  ]  言葉と物   7^^ -   Ì想   (2008/01/12) 

• [  小林秀雄  ]  言葉と物   7^^^ -   本居宣長   (2008/01/12) 

• [  小林秀雄  ]  言葉と物   7^: -   「モオツァルト」�解   ^:   (2008/01/14) 

• [  小林秀雄  ]  言葉と物   7: -   本居宣長とベルグソン   (2008/01/14) 

　「本居宣長」は、戦�中に「古事記」を�Rでみようとして、本居宣長の「古事記伝」で�Rだと

いうTからはじまり、Ï口信夫から「小林さR、本居さ Rはä、fはり源Õですよ、では、さような

ら」と言われたという思い出が語られる。Ï口信夫という名前は知っているが、どのような経緯で知っ

たのか、もう 記憶はかすれてしまって復元できないし、�Rだ本もない。源Õは「源Õ物語」のこと

だろうけど、戦後世代のわれらには、すべては遠く歴史のかなたに埋もれ ている。

　ÄしはÇべておこうか。例によって、千夜千Nをãもとく。松岡正剛の千夜千N『死5の書』 Ï口

信夫が ある。{yazbnでÇべて、「古代研究Ⅰ---祭りの発Ý」、「死5の書・身毒丸」、「言語éÇ

論」を�り寄[てみる。しかし、これ以 を追いかけても -みにはまりそうだから、積�の÷置を与

えることにする。.索すると、青空文庫の¤家別¤品リストが epqp`adpaのÜにリストされる。そこ

からウ ラ・アオゾラブンコなるものがあることも知った。

• Ï口信夫   - epqp`adpa   

• 青空文庫  
   ¤家別¤品リスト： Ï口 信夫   

• Ï口信夫   -   ウラ・アオゾラブンコ   

　青空文庫にÃ½されている¤品から「日本文�の発想法のÂり」を縦�みブラウÙで�Rでみた。

日本文�の発想法

のÂり 

• [j`ac}]   青  

空文庫の

X#�]L      の縦  

書きU示 
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(2006/06/11) 

• [j`ac}]   「青空文庫」縦�みuãアー   (2006/06/11) 

• [j`ac}]   「青空文庫」縦�みuãアーちょっと改造   (2006/06/11) 

• [j`ac}]   「青空文庫」縦�みuãアー Ⅱ   (2007/04/15) 

　文�のÂ源を考えるというö点というか発想はめずらしいなあと思った。fはりもうÄし-入りす

るかもしれない。源Õ物語関連では、反省の文学源Õ物語がある。

　本居宣長のPQに「古事記」と宣長の著書である「古事記伝」が出てくると、知っていなけれ�論

理的、必然的に「古事記」あるいは「古事記伝」とはど ういうものかを知らなくてはならないことに

なる。記紀に関する記憶としては、スt³オ³âコトfオオクニヌÚ³âコトにrいて、それぞれ、

ヤæ�³オjチ 退治f9ôバ³Újウtギの御伽Tがある0らいであり、大昔に「日本誕Ý」(東宝、

1959)のÀ=の;ラーポス�ーf岩戸隠れで朝潮太郎が出演したのを 憶えている0らいである。正確

に古事記とは�かを知らない。ましてf、古事記伝にrいては知らない。

• 古事記   - epqp`adpa   

• 日本書紀   - epqp`adpa   

• 日本誕Ý   - epqp`adpa   

　実は「古事記」と「古事記伝」そのものに当たるのに先走って、古事記がどのようなもので、どの

ように�まれているのか、梅原猛著「¦々の流竄(るざR)」(集 英社文庫、1985;Q出
 す�る、

1970)に手を染めてしまっている。いよいよ混沌の極みだが、本居宣長は日本の古典の研究5として、

もっとも偉大な学5として紹介されており、 文献学5にふさわしく「古事記」、「日本書紀」に書か

れていることはすべて事実として受け�るのが、本居宣長の�法としている。事実として受け�ると

いう よりは、書かれているõりに受け�るということかもしれないが。�ここで、¦々の流竄に-入

りすることは、本居宣長からçれることになるので、この程度に 留めておこう。 山春平著「¦々の

体系」(中Ã新書、1972)にも同様の記載があり、本居宣長の解釈をそのまま受け入れることはできな

いということらし い。¦々の流竄の解説は 山春平Õが書かれている。

• 梅原猛   - epqp`adpa   

•  山春平   - epqp`adpa   

• 松岡正剛の千夜千N『埋もれた巨像』  山春平   

	新
 2008-02-10�13
23
46�09
00

2/11/2008 (]bn.)

[  小林秀雄  ]   言葉と物 7:^^^ - 本居宣長 �

　現代人は日本の歴史を知らなさ過àる。戦後、閉ざされた歴史をもう�
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1.本居宣長 → 本居宣長   - epqp`adpa   

2.古事記 → 古事記   - epqp`adpa   

3.古事記伝 → 古事記伝   - epqp`adpa   

4.Ï口信夫 → Ï口信夫   - epqp`adpa   

5. 大森 

6.橘«� → 橘«�   - epqp`adpa   

　epqp`adpaには、橘«�は伝説と史実を区分する必要性を説いて、本居宣長を批判したとあ

る。これで小林秀雄の宣長の弁護のTにrながる。そRなことは本人は百も承知だというわけ

だ。

7.源Õ → 源Õ物語   - epqp`adpa   

8. 東京 

9. 鎌倉 

10.松坂 

11.大船 

12.大阪 

13.伊勢松坂 

14.蒲ÝÕ郷 → 蒲ÝÕ郷   - epqp`adpa   

15.松坂城址 

16.鈴屋遺跡(すずのfい[き) → 本居宣長旧宅 

17.遺言状(寛政十�年申七月、春庭、春村宛) 

18.樹敬寺 

19.妙楽寺 

20.名古屋 

21.松阪駅 

22.伊勢海 

23.三河尾張 

24.本居宣長之6墓 

25.本居宣長之6津紀 

26.春庭 

27.春村 

28.小西太郎兵衛 

29.薬種商小西家 

30.岩崎栄令 

31.浄土宗 

32.栄貞詠草 

33.妻、勝 

34.村岡典嗣(\らおかrär0) 

1.国立国会ú書館  
   近代デジ�ルラ9ブラリー  
 本居宣長   /   村岡典嗣著，警醒社書店  ,   

１９１１ 

2.青空文庫  
   ¤家別¤品リスト： 村岡 典嗣   (��ながら、�のところ収録¤品はない) 

35.松坂奉¾所 

36.申披六ヶ敷筋 
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37.寛政�年秋 

38.宣長のù=ù賛のù=像 

39.「しき嶋の　fまとごゝろを　人とはゞ　朝日にゝÍふ　山ざくらG」 

40.四十四歳のù=像 

41.「めÓらしき　こまもろこしの　Gよりも　あかぬ色香は　桜なりけり」 

42.宝暦九年正月(三十歳) 

43.「わするなよ　わがおいらくの　春迄も　わかàの桜　うへし契を」 

44.寛政十�年の夏(七十�歳) 

45.吉ø山 

46.吉ø百首詠 

　吉ø百首詠を詠Rだ翌年、遺言書をÉめたあと、桜の歌を詠Rだ歌集「まくらの山」(?)の後記が引

用されている(小林秀雄著「本居宣長  」、新潮文庫、17-19ページ)が、PQの文の長さには日本的

な文�の流れをÌじてしまう。「あなもの0るおし」の掛かる言葉に言及した後、桜の歌が 三首示さ

れて�節は終了する。

11/15/2008 (Sat.)

[  小林秀雄  ]   没後四半世紀特集『小林秀雄の「響き」』

　水曜日から快oが�いていたが、�日は+わり目かもしれない。水曜日の宮島は色彩も鮮fかに遮

るもののない空気の中に浮かRでいた。昨日の朝、白く 薄い透×な月の円盤が西の空に張り付き、帰

宅�には東にたなびく雲のìに赤く浮び がっていた。大気にはÄし水蒸気がëくïまれ、昼ìの宮

島は鮮fかさを 失っていた。�日は、朝早く超音波sコーの­臓診断と肝臓£ンæー;ーのJ液採�

を終え、昼からはお見舞いに¾く�人を車で送ったあと、徒Ñで南区ú書館 にÐかう。「かたちと力」

の返却日だ。ろくに�Rでいないのに・・・úÉと目Üだけ、もう�度Zめる。11/01/2008
 [デバ9

ス] ~Ç
yáÅ  の記事経由。

宮島遠望、11月 12日
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ル�・ユ9グ著「かたちと力」

　南区ú書館で返却口に本を置くと、「新潮」の12月号を雑誌Yから�り出す。おじいさRとお�あ

さRがìを�r空けて並Rで本を�Rでいた。Xはお じいさRのÐかいに坐って�み始めた。お�あ

さRは本の でうとうととしている。そのうち入れ替えでおじいさRが鼾をかきはじめる。おじいさ

Rは土曜なの になぜかワ9Úlツに�ク�9を締めている。仕事帰りなのかな。そのうち気が付いて、

Äし恥ずかしそうに立ち がって、細身の身体に íを纏って席をçれ た。

　「新潮」12月号には、没後四半世紀特集『小林秀雄の「響き」』特別付録 7D(名講演Ñ)®¯���

�郎�白洲信哉がある。し�らく東浩紀Õの 「ファント¬、クォン�¬(第 4�)」をZめ、榊Õの金

井美恵子にrいての文をÄし懐かしい思いで�み、��、白洲Õの特別®¯「批評のK体性をõく」

を �Rだ。雑誌に 7D 付録なRていいäえと思った。もちろR小林秀雄の講演集の宣伝も兼äている

のだろうけど。Xは、フォーt9トの�5として、なるÍど新 潮社だäえと思う。「新潮」のklッ

チフóーズには「�年104年目の文芸誌」とあるのだが、昔はあまり手に�ったことはなかった。P

近�めそうで目に留 まる文芸誌はこれ0らいしかない?!

　��Õの各所でのTから小林秀雄の講演は¢いてみたいと思っていたので、「これはいい機会だな

あ。12月号ならまだ本屋にあるだろう。」とそそくさ とú書館を出て、²た道とは逆の�ÐにÐかう。

夢�ウンの紀伊国屋書店経由で帰ることに。予想õり、まだ数N�っていた。紀伊国屋書店を出ると、

空には前 線を示す雲の群れで�杯だった。夕�から雨が降ってきた。

±発U音源としては、27分 27 秒の「匂玉にrいて」(昭和 42年 1月 7日)があり、äのLrの講演の抜

粋を合わ[て73分 31 秒。これで、本誌ÿ みで1,100円はお買いv始始円はお物く」

ってきた。

　

��rq'



わったように、哲学と科学の統合はまだ


